
掲載数 5

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 川崎市 小複合 朝会
「人権」って何
だろう

　全校の朝会で、「人権」とは何かについての講話をした。人権とは、人が必ず持ってい
る権利であり、自分の権利は守られなければならないものであると同時に、他人の権利も
守らなければならないものであることについて、子どもたちは考えていた。自分を含めた
子どもたちが安心して生活するために、人権は大切であることを、友達の人権も守ってい
きたいことを振り返っていた。

川崎市こどもの権利条
例リーフレット

2 川崎市 小複合 朝会

人権尊重教育
「川崎市子ども
の権利条例から
考える」

　川崎市子どもの権利条例が制定された経緯や７つの権利、権利が守られるための施設や
しくみを紹介する話や、「違いを当たり前と思うこと」「自分の居場所を見つけること」
「自分のもっている「ちから」を信じること」でちがいが豊かさとして響き合う社会を目
ざそうという話を聞き、各学年の発達に応じて振り返りを行った。地域にある施設と子ど
もの権利とのつながりを知ることができたり、自分も他者も大切にしようと思ったりする
ことができた。権利学習や教科学習とのつながりや積み重ねによって、本校の合言葉であ
る「下作延小PRIDE」（自分を大切に思い、他者を認め、学校・地域・川崎を大切に思う
子）に近づく実践となった。

かわさき子どもの権利
フォーラム代表
全学年

3 県央 小複合 朝会
赤ちゃんが生ま
れるよ

　胎動の音を全校児童に聞かせ「何の音でしょう？」と問いかけた。おなかの中に赤ちゃ
んがいること、赤ちゃんが今日までおなかの中で大きくなってきていること、この音は赤
ちゃんが生きている音であることを伝え、みんなで喜んだ。そして、教員自身の経験をも
とに、赤ちゃんが無事に大きくなって生まれてくることは当たり前ではなく奇跡的なこと
であることを話した。最後に、その奇跡的な命が大きくなって今ここにみんながいること
の幸せやありがたさを知らせ、みんな一人一人の命が大切であることを伝えた。

全校児童対象
<講師>
産前休暇に入る教員

4 中 小６ 朝会 拉致問題

　拉致問題というテーマに対し、児童は、聞いたことはあるがどういうことかわかならな
いという表情だった。どのように伝えるべきかなど教員間でもなかなか難しいテーマでは
あったが、児童は、資料映像を素直に受け取めていたので、映像の力は大きいと感じた。
　人一人の命の重さに対する意識を改めて感じることができたという感想があった。ま
た、家族の苦しい思いや深い悲しみを知っていきたいと思った児童もいた。いつか再会で
きたら、みんなが幸せに慣れると思うと多くの児童が感じていた。

DVD「めぐみ」

5 県西 小複合 朝会 安全

　昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の予防を考慮し、衛生面に関する指導を
通して、お互いの命を大切にする指導を行ってきた。その際に、差別や偏見などがないよ
う人権を尊重することの大切さについても、定期的に朝会等で指導を行ってきた。児童会
活動でも、活動に制限のある中で工夫しながら、学校生活を豊かにしようとする取り組み
を話し合ったり、皆が笑顔で過ごせるような活動を行ったりして、児童自らが、お互いの
ことを大切にしながら学校生活を送ろうとする態度を養うことができた。
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